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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月25日(2021.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）　２５．０～６４．５質量％の、成分Ａとしての、少なくとも１つの熱可塑性ポリ
アミド、
　ｂ）　２．０～８．０質量％の、成分Ｂとしての、一般式（ＩＸ）又は（Ｘ）
【化１】

（式中、ｍは３～２５の整数であり、Ｒ４及びＲ４’は同一又は異なり、Ｃ１～Ｃ２０－
アルキル－、Ｃ６～Ｃ３０－アリール－、Ｃ６～Ｃ３０－アリールアルキル－、又はＣ６

～Ｃ３０－アルキル－置換アリール又は一般式（Ｘ）の直鎖ホスファゼンを表し、ｎは３
～１０００を表し、Ｘは－Ｎ＝Ｐ（ＯＰｈ）３又は－Ｎ＝Ｐ（Ｏ）ＯＰｈを表し、Ｙは－
Ｐ（ＯＰｈ）４又は－Ｐ（Ｏ）（ＯＰｈ）２を表す）の少なくとも１つのホスファゼン、
ｃ）　１．５～６．０質量％の、成分Ｃとしての、リン酸又はポリリン酸の少なくとも１
つの脂肪族又は芳香族エステル、
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　ｄ）　５．０～３０．０質量％の、成分Ｄとしての、一般式（Ｉ）の少なくとも１つの
金属ホスフィネート又はホスフィン酸塩、又は一般式（ＩＩ）のジホスフィン酸塩、又は
それらのポリマー
【化２】

（式中、
　Ｒ１、Ｒ２は、同一又は異なり、水素、直鎖又は分岐のＣ１～Ｃ６－アルキル、及び／
又はアリールを表し；
　Ｒ３は、直鎖又は分岐のＣ１～Ｃ１０－アルキレン、Ｃ６～Ｃ１０－アリーレン、－ア
ルキルアリーレン又は－アリールアルキレンを表し；
　Ｍは、Ｍｇ、Ｃａ、Ａｌ、Ｓｂ、Ｓｎ、Ｇｅ、Ｔｉ、Ｚｎ、Ｆｅ、Ｚｒ、Ｃｅ、Ｂｉ、
Ｓｒ、Ｍｎ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ及び／又はプロトン化窒素塩基を表し；
　ｍ＝１～４；ｎ＝１～４；ｘ＝１～４、好ましくはｍ＝３、ｘ＝３である）、
　ｅ）　２６．０～６５．０質量％の、成分Ｅとしての、ガラス繊維、
　ｆ）　０～１０．０質量％の、成分Ｆとしての、さらなる助剤、
を含み、成分ＡからＥ全体の総計が１００．０質量％となる、
　熱可塑性成形材料。
【請求項２】
　成分Ｂとして、少なくとも３つのフェノキシホスファゼン単位を有する環状フェノキシ
ホスファゼンを用いる、請求項１に記載の熱可塑性成形材料。
【請求項３】
　成分Ｃが、芳香族ポリホスフェートから選択される、請求項１又は２に記載の熱可塑性
成形材料。
【請求項４】
　成分Ｄにおいて、Ｒ１、Ｒ２が同一又は異なり、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル
、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル及び／又はフェニルを表
し、Ｒ３が、メチレン、エチレン、ｎ－プロピレン、イソプロピレン、ｎ－ブチレン、ｔ
ｅｒｔ－ブチレン、ｎ－ペンチレン、ｎ－オクチレン又はｎ－ドデシレン、フェニレン又
はナフチレン；メチルフェニレン、エチレンフェニレン、ｔｅｒｔ－ブチルフェニレン、
メチルナフチレン、エチルナフチレン又はｔｅｒｔ－ブチルナフチレン；フェニルメチレ
ン、フェニルエチレン、フェニルプロピレン又はフェニルブチレンを表す、請求項１から
３のいずれか一項に記載の熱可塑性成形材料。
【請求項５】
　成分Ａが、少なくとも１つの脂肪族ポリアミド及び少なくとも１つの半芳香族又は芳香
族ポリアミドのブレンドである、請求項１から４のいずれか一項に記載の熱可塑性成形材
料。
【請求項６】
　成分Ｂが、総計が１００％となる成分ＡからＥの全体に基づいて、２．０～６．０質量
％、好ましくは３．０～５．０質量％の量で用いられる、請求項６に記載の熱可塑性成形
材料。
【請求項７】
　成分Ｃとして、２．５～５．５質量％、好ましくは３．０～５．０質量％の、リン酸又
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はポリリン酸の少なくとも１つの脂肪族又は芳香族エステルを用いる、請求項１から６の
いずれか一項に記載の熱可塑性成形材料。
【請求項８】
　原料を混合することによる、請求項１から７のいずれか一項に記載の熱可塑性成形材料
を製造する方法。
【請求項９】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の熱可塑性成形材料で作られた成形品、繊維又は
フィルム。
【請求項１０】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の熱可塑性成形材料を溶解し、押出し、その後成
形することによって、請求項９に記載の成形品、繊維又はフィルムを製造する方法。
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